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研 究 概 要

I) 体温調節反応の比較生理学的研究

大浮 済 ･目片文夫

各組サル茄の寒冷.暑熱下における体温調節反応を比

較し.班息環境および系統との関係を考察する｡

2) こホンザルの寒冷順応に閑すろ研究

大揮 済 ･目片文夫 ･原 文江

人工気象室で5oCに噸応させ,種々の外温に対する体

氾調節反応.ノルアドレナ1)ン反応性.脂質組成等の変

化を調べて生理的順応過程を明らかにする｡

3) こホンザルの野生群における寒冷適応の研究

大将 済 ･原 文江

等冷多雪地域に住む志賀C群の捕捉総合調査を行ない,

極限的寒冷環境下における体温調節反応.および寒冷血

管反応を調べる｡

4) こホンザル繁猫期の季節性を決定する要因に関する

研究

大島 桁 ･林 基治

変因のうち,中枢機序が もっとも考えられ, そのう

ち.光一松果体一視床下部の経路が重獣と思われる｡現

在では松果体性のメラトニンのみでなく,視床下部性の

indolamincと光,LH-RH との関係も考慮に入れねば

ならず.こホンザルの内因性の indohmineの彫智によ

る変軌 また投与による生殖7)ズムの変動の有無を検討

する｡

5) 分娩発釆機序に関する研究

大 畠 沼

妊娠および分娩前後のサル血中 Prostaglandin,

Progesterone,Estrogen,Prolactinの変動を別定し,分

娩発采にどのような役割を果たしているかを研究する｡

6) 卵管.卵B!,子宮の磁気的活動に及ぼす各校ホルモ

ンの影響

大 島 沼

但性的に磁極を装着して生理的環境下で telemctrJ'Cに

Ttl気的活動を記録して自然周期ならびにホルモンの五首智

などを調べる｡

7) 低温および高温環境下に於ける子宮,卵管,屯気的

活動と血中ホルモンの動態について

大 島 清

体氾降下により子宮活動が低下することは臨床的に知

られている｡環境温度の急変により.下腹痛,不快感,
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流産を惹起した報告もあり.環境温度が生殖機能に与え

る彫響は大きいと推測される｡人工気象室に於て環境温

度を低温または高温にしたときの子乱 卵管活動を屯気

的に記録すると同時に,それと血中ホルモン動態との因

果関係を解析する｡

8) こホンザル夏季不妊期に於ける人工受掛 こ閑すろ研

究

大島 清 ･松林沼明

こホンザルは夏季に特有の無月経.顛周期の不妊状僧

となるが,この時期にrn4G･HCGtherapyで排卵を誘

発せしめ冷凍保存または採取直後の精液によって人工受

精を試みる｡成功すればこホンザルの年2度の妊娠が可

柁となり自家繋殖態勢が強化できる｡

9) ニホンザルの生殖.)ズムと卵鎚,子乱 卵管の微細

.構造に関する研究

大 畠 消

光殖期と夏期不妊期.繁殖期に於ける月経周期にとも

なう卵胞,子宮内膜.卵管内腔および子宮斑管の微細榊

造の変化を走査型,透退塾の両屯子駁微鍬 こよって検討

し.怒気的活動および生化学的変化と比較する｡

10)各超サルの血管平滑筋細胞膜の怒気的性fIに関する

研究

目 片 文 夫

各種サルの血管平滑筋の罷気的 ･機械的性nおよび.

これ等に対する神経支配を比較生理学的にしらべ.四足

歩行から二足歩行への移行に伴って生ずる血管系の変化

についてその対応をみる｡一方.基礎医学的見地から.

主として脳血管,冠状血管に対する薬物の播弓削こついて.

サル及び他の実験動物との比較を行う｡

ll)サル大脳アミノペプチダーゼに関する研究

林 誠 治

本年度はサル大脳より絹製したアミノペプチターゼの

一躍アt)JL,アミダーゼの各種生理活性ペプチド獄への作

用機作について検討した｡その結見 本酵采はア1/ギオ

テンシナ-ゼ活性,キニン変換活性をもち.またエンケ

771)ン塀,MIF等を分解代謝するが LH-RH,TRH,

P物質.ブラジキニンには作用しない事が明らかとなっ

た｡またアリルアミダーゼ以外のアミノペプチダーゼを

サル大脳に検索した｡

総 説

1) 大島 沼 (1977):サルによろ生難実験法.その Ⅰ,

臨床婦人科産科,31,615-623.

2) 大島 帝 (1977):サルによる生雅実験法,そのH,

臨床婦人科産科,31,712-732.

論 文

1) 大畠 清 (1977):サルの性と人の性は どこがどう
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学 会 発 表

1) 輝冷地域に住むニホンザル野生群の体温調節反応.

大洋 済･原 文江

佃 弘子･大rI滋人

節48回日本動物学会大会 (1977)

2) プロスタグランディン(ON0-802)のニホンザル子

宮.腸管.肪耽各肪活動および血圧に及ぼす彫哲.
大曲 桁･沖田 松
柴田 邦治･松本公一郎

郡29回日本産科卯人科学会 (1977)

3) 粘紋法一受胎期予知のための臨床的研究

可世木辰夫 ･可世木公弟子･大島 清

日本不妊学会絵会 (1977)

4) 新誘導体 (ON0-802)とサル妊娠子宮およびステロ

イドホルモン

大島 約･麻生武志･松本公一郎

弟55回日本生理学会 (1978)

5) サル脳ア.)ルアミダーゼの性質について

林 基治･大瓜 田

日本生化学会第50回大会 (1977)

6) サル脳アリルアミダーゼの生理活性ペプチド代謝に

ついて

林 基沿･大曲 桁
日本生理学会節55回大会 (1978)

生化学研究部円

高柄雄治･竹中 催 ･丑山 節

中村 仲 ･践岡一班l)

研 究 概 要

1) 教坊職Ll

1) 頂自Trおよび脚窮の摺乱 機緒.進化に関する基礎

的研究

高 橋 健 治

怒白TIおよび群苅の榊辺と機能およびその相関性と分

子逝化に関する比校生化学的LE礎研究を数理の蛋白質に
ついて継続している｡リボヌクレアーゼTlの活性部位
近傍に存在する41番目のT)シン溺誠のアミノ基の特異的

ニトログアニジン化およびアシル化を試み.活性部位領

域 の ミク ロ環境 の解 析 に有効であ ることを示 した｡ また,

本酵素の活性部位ヒスチジン班茄の性状のNMR法によ

る解析1).およびE.coll'のペプチド飢班11田子の全一次

構造決定2)を進めた｡

2) 空 長 類 の補 体 お よ び祁 体 .)セ プ ター に 関 す る比 較 研

究 3)

花 椛 松 治

詔長潮血巾の神体および祁体T)セプターの性状に関す

る班問比較研死を誠めた｡126IEの詔長期について,各班

神体活性.C3bl)セプター17;･性および免疫学的性TIの検

索を行ない.税関において村忠な芸界がある (矧 こ原投

獄と英独現の問でその辺穴が大きい)ことを明らかにし.

この筏の比較研究が詔広現の系統払化の耶明に有志な知

見をもたらしうろことを示した｡

3) 詔正村の耶巧耶只のm封と性Tt

践岡一雄 ･前耶馳治

前科 こひき続き.肝グルタチオン S-ア.)-ル転移聯

累に関する研究を逝めた｡主成分研究について.ペプチ

ドマップ法.末端分析法等をFT]い.サブユ■ニット問の椛

造斑似性を示す知見を和た｡また.各サブユニットにl

個存在するシステイン残益をヨード酢憩で標識し,標識

化システイン含有ペプチドの111朋,同定を進めた｡本シ

ステイン残基の反応性と役割に関する研究も進めていろ｡

4) 霊長類の組孤巾の芯白TI分脈聯累の性状の研究

十川和博4)･高相健治

先にニホンザルおよびラット肝に見出した新しいタイ

プの中性プロテアーゼの細胞内存在部位を超遠心分画法

を用いて検索した｡この結果.これらの酵素は,ミクロ

ソーム分所にIE)在しており.股成分と強く結合して存在

しているという新しい事実が判明した｡界面活性剤等に

よる脱からの可特化と精製.ならびに諸性状の解明を進

めた｡

1) 稲垣冬彦･宮沢辰雄ら (東大 ･理)との協同研究

2) 中村俊･上代淑人ら (東大 ･医科研)との協同研

究

3) 奥田智子 ･橘武彦 (究北大･抗恨T&一研)との協同

研究

4) 大学院生
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